
２０１９年  ９月  ２２日 ≪ 敬 老 祝 福 礼 拝 ≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

賛  美  讃美歌３１２番 & ～山を見ても感謝～ 

詩篇２３篇 

聖  書  ➀コリント人への第二の手紙６章１～１０節 

      ➁ヨハネによる福音書９章１～７節 

特別賛美  バッハ「Ｇ線上のアリア」倉冨亮太氏(バイオリン) 

メッセージ  ①｢あなたのパートナーはどなたですか？｣大川従道牧師                                                                                                                                              

      ➁「人生に光を与えるお方」石井 潤牧師 

献  金  聖歌229番 ～アメイジング・グレイス～ 

祝  祷             〔献金当番：和田姉・青木姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～平和初めて知った～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１.敬老の皆様、本日はお越し下さり感謝致します！祝福をお祈り申し上げます！ 

 本日午後、「敬老祝賀会」を行います。共に楽しい時間を過ごしましょう！ 

２．今週の祈祷会は、☆早天祈祷会:月曜朝６時。☆木曜祈祷会:①午前 10 時半、 

ボーマン･ルリ子師。②夜７時半。原田恵己師。☆準備祈祷会:土曜夜８時。 

３．来週の午後はＤＶＤ「パウロ」を観ます。お昼は各自でご持参ください。 

 
 
 

 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔９/２２～/２９〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
雅歌 
４・５章 

６－ 
８章 

イザヤ 
１－３章 

４－ 
６章 

７－ 
９章 

１０－ 
１２章 

１３－ 
１５章 

１６－ 
１８章 

新約 
２コリント 
１３章 

ガラテヤ 
１章 

２章 ３章 ４章 ５章 ６章 
エペソ 
１章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

10/６(日):誕生祝福式･聖書の学び会 13(日):聖餐式･執事会 27(日):聖歌隊 
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光を必要とするのは、暗闇の中です。今も停電や、不自由の中におられる千葉の

方々のために祈ります。 

私たちの人生においてはどうでしょうか？光が必要だと感じることはないでしょうか？自

分の心の目が見えなくて、暗闇の中でもがいている方はおられるでしょうか？おられるな

らば、そのような方のために主イエス様は来られました。 
 
私が小学生の時、卒業文集で各自それぞれ自分の将来の夢を書きました。私は国

語の授業で書いた自分のストーリーについて書きました。その授業は、教科書に載って

いた一枚の地図を見て、自分のストーリーを考えてみようということでした。私はその時、

来る日も来る日もその地図を眺めてストーリーを考えました。そして、原稿用紙に物語

を書いていきました。私は自分の書いたＳＦのようなストーリーが気に入っていました。し

かし、その頃の私は自分自身が嫌で、劣等感の塊でした。そんな暗い自分から抜け出

して遠い星まで飛んで行きたいと願ったのかもしれません。そして、そんな思いを引きずっ

たまま、私は中学生になりました。その頃、聖書のメッセージを情熱的に語る大川牧師

のお話を聞くようになりました。先生のメッセージを聞いている内に、暗い闇に包まれたよ

うな私の心に光が差し込んできました。そして、その希望の光が私の心を捕らえて引き

出していきました。そして、いつしか、そのお方について行きたいと思うようになりました。そ

して、このお方は今でも、私の人生の希望の光となってくださっています。 
 
あなたの人生には光が必要ですか？もしそうでしたら、一緒にそのお方についていきま

しょう。もし自分自身でしっかりと光の中を歩んでいると思っておられる方は別にその方は

必要ないと感じておられるでしょう。でも、自分自身では光を持てない、希望を見出せ

ないという時のためにも、今から、光なるお方の手を握って歩くことをお勧め致します。 

「人生に光を与えるお方」 
～イエス様は私たちの救い主～ 


